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英語部会　研究の構想（案）
令和２年度〜

Ⅰ　研　究　主　題

コミュニケーション能力を養うにはどのように指導したらよいか
－聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して－

Ⅱ　主題設定の趣旨
　今年度より全面実施の学習指導要領では、「簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり伝え
合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力」の育成を目標としている。このためには、
「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」それぞれに関わ
る外国語特有の資質・能力を育成する必要があり、その際に「外国語によるコミュニケーションに
おける見方・考え方」を働かせることが重要となる。「外国語によるコミュニケーションにおける
見方・考え方」とは、社会や世界、他者との関わりの中で、様々な事象、外国語やその背景にある
文化等を捉え、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等に応じて、情報を整理しながら考え
を形成し、再構築することと考えられる。また、「外国語を使って何ができるようになるか」とい
う観点から、「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこ
と」の４技能５領域別の学習到達目標も設定された。
　これまで、各校においては、基礎的・基本的な知識及び技能の習得を図るとともに、言語活動を
充実させ、コミュニケーション能力の育成を目指す指導を継続してきた。今後さらに、具体的な課
題等を設定し、生徒が「外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方」を働かせなが
ら、４技能５領域を総合的に育成する言語活動の充実を目指したい。そのために、中学校３年間で
育てたい力を明確にし、知識及び技能を実際のコミュニケーションにおいて活用する言語活動の工
夫について研究を進め、生徒が主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度の
育成につなげたい。
　また、小・中・高の連携を強化し、円滑な接続を意識した指導計画の作成、各学年の４技能５領
域別の学習到達目標の具体的な設定等、指導計画の在り方や指導と評価の一体化の工夫、学力調査
等における分析結果の活用等についても、引き続き研究を進める。
　小学校で育まれたコミュニケーションを図る基礎となる資質・能力の上に、「聞くこと」や「読
むこと」を通じて得た知識を自らの体験や考え等と結び付けながら活用し、「話すこと」や「書く
こと」で発信できる技能が身に付くよう指導を充実させるなど、領域統合型の言語活動を授業に取
り入れ、高等学校やその後の生涯にわたる外国語学習の基礎を培いたい。

Ⅲ　研究のねらいと内容
１　研究のねらい
・外国語によるコミュニケーションを図る資質・能力を育成するために、３年間の見通しをもっ
た系統的な指導計画の下、生徒が主体的に取り組める言語活動の在り方、指導に生かす評価の
工夫等について研究と実践を行う。

・研究主題と研究内容（P）、授業研究と研究発表（D）、学力調査等（S）のトライアングルの
関係を意識し、外国語を用いてコミュニケーションを図る活動の質の向上を目指す。

２　研 究 内 容
⑴　指導計画の工夫
　小・中・高の学びの連続性を意識し、小学校での学習内容を踏まえた中学校各学年の４技
能５領域別の学習到達目標を定めて、指導計画を作成する。特に、小学校との円滑な接続に
一層留意する。
⑵　言語活動の工夫
　コミュニケーションを行う目的や場面、状況等を設定し、生徒が日常的な話題や社会的な話題
について自分の体験や考え等を互いに伝え合うことができるように指導する。
⑶　指導方法の工夫
　生徒の学習意欲を喚起するような活動や指導方法を工夫する。
⑷　指導と評価の一体化
　学力調査におけるS-P表等を利用した分析結果を指導の改善に生かす。また、目標に準拠
した適切な評価方法を工夫する。
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英語部会　令和３年度研究計画
Ⅰ　研　究　主　題

コミュニケーション能力を養うにはどのように指導したらよいか
－聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して－

Ⅱ　主題について
　学習指導要領において、コミュニケーションを図る資質・能力とは、「理解する」「表現す
る」「伝え合う」という３つの能力を指す。「理解する」「表現する」という単方向のコミュニ
ケーションだけでなく、「伝え合う」という双方向のコミュニケーションも重視されている。こ
れまで、４技能を総合的に育成するための言語活動に重点を置きながら、基礎的・基本的な知識
及び技能の習得を図るとともに、実際的な言語の使用場面でのメッセージの授受を通した思考
力・判断力・表現力等の育成について指導と評価の方法や指導過程の研究を進めてきた。
　各地区の研究大会等の成果により、身近な題材の活用、単元で身に付けさせたい力を踏まえた
学習課題の設定と指導過程や学習形態の工夫、目的に応じたICT機器の効果的な活用等が生徒の
学習意欲を高め、４技能を総合的に育成するために効果的であることが解明された。
　令和２年度４月の学力調査等の結果から経年の変化を把握・分析すると、各学年ともに語彙選
択や適語補充等の正答率が上昇しており、基本的な言語事項が身に付いていることがうかがえ
る。一方、文脈や全体の概要を捉える力に課題が見られる。
　以上のことを踏まえ、今年度も、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通し
て、コミュニケーションを図る資質・能力を育成するための指導の工夫について研究を深める。
３年間で身に付けさせたい力、すなわち「外国語を使って何ができるようになるか」を明確にす
るという観点から、コミュニケーションの目的や場面、状況等を設定した活動を行う。その中
で、日常的な話題や社会的な話題について、学んだ知識を実際のコミュニケーションにおいて活
用できるような技能を身に付けさせたい。その際、互いの考えや気持ちを伝え合う言語活動を積
極的に取り入れていきたい。また、小学校における指導の内容や実態を把握し、目標や学習内容
の系統性、指導方法の継続性等を考慮するなど、小・中・高の学びの連続性を意識して、年間指
導計画等の作成に努めたい。教師自らが学び続け、自身の英語力や授業力を向上させるととも
に、生徒の主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を行うことを意識しながら、主題
の解明に取り組んでいきたい。

Ⅲ　研究内容とその視点
１　指導計画の工夫
⑴　「CAN-DOリスト」の形で設定した４技能５領域別の学習到達目標を活用し、コミュニ
ケーションを行う目的や場面、状況等を明確にした言語活動を、生徒の実態に合わせて計画
的・継続的に行う。その際、学習到達目標を具体化した単元の目標を設定し、達成状況を把
握しながら、指導と評価の一体化へとつなげる。
⑵　小・中・高の学びの連続性を意識する。小学校で育成されたコミュニケーションを図る基
礎となる資質・能力をもとに、高等学校の学習内容の高度化に向けた基礎を培う観点から、
さらにコミュニケーションを図る資質・能力を育成するための指導計画を立てる。
⑶　特に、小学校との円滑な接続に留意する。小学校で扱った簡単な語句や基本的な表現等の
学習内容を中学校の授業で繰り返し指導することで、定着を図るよう考慮する。
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２　言語活動の工夫
⑴　生徒が既習の言語材料を言語活動の中で繰り返し学習し、基礎的・基本的な知識及び技能
を習得できるように留意する。
⑵　コミュニケーションを行う目的や場面、状況等を設定し、実際のコミュニケーションにお
いて理解したり、表現し伝え合ったりする力を身に付ける。
⑶　実際の場面で思考・判断し、即興で伝え合う力を付けるような言語活動を工夫する。
⑷　互いの考えや気持ちを英語で伝え合おうとする意欲につながるよう、家庭での生活、学校
での学習や活動、地域の行事等の日常的な話題や社会的な話題と関連付けた言語活動を取り
入れる。
⑸　「聞くこと」「読むこと」を通して得た内容について、生徒が自らの体験や考え等と結び
付けながら思考・判断し、「話すこと」「書くこと」を通して意見や感想等を発信できるよ
うにする。

３　指導方法の工夫
⑴　英語による言語活動を行うことを授業の中心とし、生徒が授業の中で英語に触れたり英語
でコミュニケーションを行ったりする機会を充実させる。その際に、ペアワークやグループ
ワークといった学習形態を取り入れ、生徒が協働的に学習できるようにする。
⑵　小学校で扱った簡単な語句や基本的な表現等の学習内容を繰り返し指導し、定着を図るよ
うにする。また、語彙の充実については、活用頻度や活用のしやすさに配慮し、受容的な使
用の中で次第に発信的使用へと発展していくように言語活動と関連付けて指導する。
⑶　各単元において、コミュニケーションを行う目的や場面、状況等を明確に設定し、どのよ
うな言語活動を行うかを示すことで、身に付けさせたい力を明らかにし、生徒が見通しを
もって、主体的に学習に取り組めるように、指導過程を工夫する。
⑷　生徒の英語学習への意欲を高め、理解が深まるように、板書、課題提示、発問、モデルの
演示や終末の振り返り等を工夫したり、ICT機器等を活用した効果的な言語活動を工夫した
りする。
⑸　英語の基本的な音声や英語特有の文構造に習熟できるように、日本語にない音や強弱を意
識した発音練習、音の連結やイントネーション、区切りを明確にした音読練習等を工夫す
る。
⑹　ネイティブ・スピーカー等を効果的に活用し、広い視野から生徒の国際理解を深める。
⑺　自律的な学習者の育成を目指し、辞書（語彙）指導、音読指導、多読指導、ノート指導、
家庭学習の指導を計画的に行う。

４　指導と評価の一体化
⑴　「CAN-DOリスト」の形で設定した学習到達目標に基づき、各単元の目標及び評価規準
を設定する。また、学習の過程における形成的な評価を行い、指導方法の改善に生かす。
⑵　ねらいを明確にした授業の構想をもとに、学習課題を具体的に示し、学習の成果を終末に
確認する授業を展開する。
⑶　ペーパーテストによる評価に加え、面接、スピーチ等のパフォーマンステストを取り入れ
るなど、４技能５領域を総合的に評価するための方法を工夫する。また、生徒が目標をもっ
て主体的に学習に取り組めるように、評価方法や評価規準、評価基準を事前に示す。
⑷　S-P表等を活用して学力調査等の結果を分析し、生徒のつまずきや全体の傾向を把握し
て、指導の改善に生かす。

Ⅳ　研　究　方　法
１　研究主題の趣旨に沿って、各学校・郡市・地区で、研究授業や研究発表を中心に研究を進める。
２　部会や専門研修会等で、研究に関する情報交換に努め、相互に啓発し合い指導の改善に生かす。
３　学力調査等の分析結果を活用し、指導と評価の一体化を図り、指導計画や指導方法を見直す。
４　研究のまとめを作成し、共有した研究の成果と課題を踏まえて次年度へと継続研究していく。




